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A. 研究目的
2016 年 10 月より B型肝炎ワクチン（HBワク
チン）の 0歳児定期接種が開始されたが、それ
以前の定期接種が実施されていない環境下での
HBV感染の実態は十分に把握できていない。ま
た現在、感染対策としてのHBワクチン接種は、
HBs 抗体価が陽性（10 mIU/mL以上）と判定さ
れた時点で免疫獲得とみなし、追加接種は不要
とされている。しかしながらHBs 抗体の陽転者
を経時的に観察した調査は十分になされていな
い。本分担研究では、1) 定期接種が開始される
前に出生した学童期の小児を対象にHBV感染の
実態を調査する。2) 医療関係者を対象に全国多
施設共同研究により検査データを収集し、HBV
感染予防の実態を調査しデータベースを構築す
る。

B. 研究方法
1) 環境省「子どもの健康と環境に関する全国
調査（エコチル調査）」愛知ユニットセンターに
登録された児のうち、8歳学童期調査および 8歳

詳細調査の参加者を対象とする。書面上で同意
を得た上で質問票調査、採血を実施し、HBs 抗
原・HBc 抗体価を測定する。質問票では、輸血歴、
血液製剤の使用歴、HBワクチンの接種歴、同居
家族に「B型肝炎と診断されている方」がいる
かどうかを調査する。
2) 1996 年以降に名古屋市立大学病院および研
究参加医療機関に所属し、肝炎ウイルス検査を
受けた 20 歳以上の男女のうち、研究参加拒否を
表明しなかった者を対象とする。肝炎ウイルス
検査データ、HBワクチン接種歴を収集する。ま
た、経過観察中にHBs 抗体価が 10 mIU/mL 未
満に低下した者には書面上で同意を得た上で採
血を実施し、HBs 抗原・HBc 抗体価を測定する。
いずれか陽性の場合は、詳細な問診による調査
を行う。
（倫理面への配慮）
環境省およびエコチル調査コアセンター、名
古屋市立大学倫理委員会の審査・承認を得て実
施する。新規の採血には必ずインフォームドコ
ンセントを取得し、既存のデータおよび試料も
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B 型肝炎ワクチン（HBワクチン）定期接種化以前に出生した小児の B型肝炎感染疫学
の調査として、エコチル調査・愛知ユニットセンターに登録された 8歳学童期調査およ
び 8歳詳細調査の参加者を対象にHBV感染の実態調査を行う。対象者数は約 2,500 人
であった。また、全国多施設共同研究により医療関係者を対象とした肝炎ウイルス検査
データおよびHBV 感染予防状況の実態調査を行い、データベースを構築する。対象は
1996 年以降に研究参加医療機関に所属した 20歳以上の男女とし、12,000 人を目標と
する。今後、できるだけ多くのデータを収集し、肝炎ウイルス感染の有無、HBワクチン
接種によりHBs 抗体価が一旦陽性（10 mIU/mL 以上）と判定された者の抗体価の継時
的な観察、HBs 抗体価が 10 mIU/mL 未満に低下した者には書面上で同意を得た上で採
血を実施し、HBs 抗原・HBc 抗体価を測定する予定である。
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含めて不同意の機会を担保する。解析データの
公表に際しては個人情報保護を徹底する。

C. 研究結果
学童期における検査は、2018 年 10 月時点で
エコチル調査 8歳学童期調査および 8歳詳細調
査の参加者を合わせた約 2,500 人が対象となるこ
とを確認した。医療関係者のデータ収集につい
ては、2018 年 12 月時点で名古屋市立大学病院
の勤務者のうち対象者数は約 6,000 人が見込ま
れ、さらに参加施設 8病院の勤務者からできる
だけ多くのデータを収集する予定である（目標
数 12,000 例）。

D．考察
B型肝炎は1986年以降の母子感染対策により、
垂直感染は激減したが、父子感染を代表とする
水平感染が現在も散見される。そのため、定期
接種が開始される前に出生した小児のHBV感染
実態を詳細調査することは疫学的な有用性のみ
ならず、ワクチン接種の啓発となることも期待
される。
日本環境感染学会の「医療関係者のためのガ
イドライン」や米国 CDC のガイダンスでは、
HBワクチン接種によるHBs 抗体の陽転後、経
年により抗体価が低下しても急性肝炎や B型慢
性肝炎の発症予防効果は 20 年以上持続すること
から、追加接種は不要とされている。しかし、
医療関係者は常に感染高リスク環境下に置かれ
ており、HBs 抗体陽転者のモニタリングは追加
接種の是非を検討するための重要な資料となる。

E．結論
HBV感染疫学、HBs 抗体価の追跡調査を行い、
感染と予防の双方から実態の把握を図る。
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